
 

 

 

 

 

 

 

「学校は学ぶところ！」 

～コミュニケーション力の育成～ 
校長 森 勝義 

 

 「子どもは家庭でしつけられ、学校で学び、地域で育つ」と昔から言われるように、学校は学

ぶところです。では「何を」学ぶのでしょうか。一番は、「読み・書き・計算」という言葉に象徴

されるように学力をつけるために学ぶことは言うまでもありません。 

 もう一つ学校で学ぶことで、とても大切なことがあります。それは将来、自立して社会生活を

営む上で、最も必要な「人との関わり合い」（コミュニケーション力）です。 

 では、どこでどのようにして学んでいくのでしょうか。 

 基本的には、学級という集団生活のなかで、ルールやみんなで協力することの大切さを学んで

いきます。しかし、集団生活なので、自己主張（とても大事な概念）と自己主張のぶつかり合い

によるケンカやいざこざ、または、自分の思い通りにいかない場面に遭遇します。その中で、よ

りよい友達関係を築いていく「折り合いのつけ方」や「つきあい方」を学んでいきます。 

 さらに付け加えると、成功体験（目標達成）による自信と同時に、小さなつまづきや壁にぶつ

かるなどの体験をすることも、「生きる力」を育む貴重な学習のひとつです。私たち大人が、子ど

ものためと思って、事前にお膳立てをしすぎたり、先回りして手助けばかりすると、子どもが本

来、伸びようとする「芽」を摘むことになりかねません。子ども同士のトラブルやいざこざ、誤

解を恐れずにもっと言えば、つまづきや失敗体験も成長していくうえでの免疫としての役割もあ

ります。声かけをためらわないようにしたいものです。 

 

４年 国語「お礼の気持ちを伝える手紙を書こう」 

友だちへ     三田き章 

 こんにちは。お元気ですか。きあきです。こちらは、木やしばふが青々としています。しばかりの音が、どこ

からか聞こえてきます。 

 この間の一時帰国のとき、ゲームで遊んでくれて本当にありがとうございました。そして、家におとまりもさ

せてくれてありがとうございました。とても楽しかったです。 

 これからも、学校をがんばってください。日本に帰ったら、いっぱい遊んでください。 

おじいさん、おばあさんへ    桜木八重 

 虫が出てくるきせつになりました。おじいちゃん、おばあちゃんお元気ですか。わたしは元気です。 

 一時帰国のときに、家にとめてくれて本当にありがとうございました。たまごかけごはんや、天ぷらなどお

いしいごはんを作ってくれてありがとうございました。また会うのが楽しみです。 

 かぜに気をつけて、長生きしてください。 

おばあさんへ     佐とう翔奏 

 とても暑いきせつとなりました。おばあちゃんお元気ですか。ぼくは、とても元気です。いつもほしいものを

買ってくださりありがとうございます。 

 ぼくは、空手やスイミングをがんばっています。今は、ブルーベルトですが、いつかブラックベルトになりたい
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です。そして、スイミングでは、一番速く泳げるようになるため、毎日、練習をがんばっています。 

 来年の夏はおばあちゃんに会えると思います。早くおばあちゃんに会いたいです。 

おばあさんへ     わたなべしゅんま 

 日本は雨がふりつづき、今年は早いつゆ入りとなったそうですね。おばあちゃん、お元気ですか。 

 冬休みに日本に帰ったときに、お年玉をくれたり、遊園地でいっしょにあそんでくれて楽しかったです。こん

どまた、日本に帰ったときに遊べたらうれしいです。 

 これからもお体に気をつけて、元気でいてください。 

おばあさんへ     堀尾杏那 

 日本は雨がふりつづき、今年は早いつゆ入りとなったそうですね。おばあちゃん、お元気ですか。 

 さく年、日本に一時帰国したとき、わたしとお姉ちゃんをいろいろなところに連れて行ってくれてありがとう

ございました。おばあちゃんといっしょにすごす時間は、いつも楽しいです。来週、またひさしぶりに会えるこ

とが楽しみです。 

 これからもお体に気をつけて、お仕事がんばってください。 

４年 国語「都道府県の旅」 

「ぐん馬県いかほ町の思い出」            川島佑心 

 ぼくは、ぐん馬県いかほ町について書きます。ぐん馬県いかほ町をえらんだ理由は、自分の中で一番の思

い出がある場所だからです。 

一つ目の思い出はゴーカートです。いとこ達としました。自分にとって初めてのたいけんでした。思ったより

そうさがむずかしかったです。 

二つ目の思い出はきょだいめいろです。これもまた、いとこ達としました。タイムをきそったのですが、あま

りにもみんなが早くてびっくりしました。ぼくは、すこし早い方でした。ひっしにゴールを目ざしたので、あせを

すごくかきました。 

「家族旅行」                      神谷詩羽 

わたしは、家族といとことおじいちゃんとおばあちゃんで、静岡県浜松市にある浜名湖パルパルと言う遊

園地に行きました。浜名湖パルパルでわたしといとこで、いろいろなアトラクションに乗って、とても楽しかっ

たです。 

 帰りの高速道路で、車の窓から浜名湖が見えてとてもきれいでした。 

またみんなで浜名湖パルパルに行きたいです。 

「アドベンチャーワールド」              小林陽菜乃 

わたしは、アメリカに来る少し前に和歌山県白浜町にあるアドベンチャーワールドに行きました。アドベン

チャーワールドには、たくさんの動物がいて、なかでも一番しょうかいしたいのがパンダです！アドベンチャー

ワールドはパンダが有名で、ジャイアントパンダがたくさんいました。けれど、わたしが動物園に行った前日に

パンダの赤ちゃんが生まれたみたいで、パンダの赤ちゃんとお母さんはうらにいて見られませんでした。それ

でも、外にいたパンダ達はとてもかわいかったです。 

わたしは、和歌山県に行くのは初めてだったけれど、とても楽しい思い出になりました。次、もしアドベンチ

ャーワールドにいけたらあの時生まれた赤ちゃんパンダに会いたいです。 

「鳥取での思い出」                  入江 友 

ぼくの、思い出にのこっている都道府県は、鳥取県です。鳥取県は、ぼくのお父さんの、おじいさんの出

身地でお家があります。ぼくの思い出にのこっているけしきは、東はま海水浴場です。ぼくの住んでいた岐

阜県には海がないので、鳥取の海はとてもきれいに見えました。夏のおいしかった食べ物は、スイカです。

鳥取には、大栄スイカという、有名なスイカがあって、それはとてもおいしかったです。 

冬に行ったときは、雪がたくさんふるので、雪遊びをしました。ぼくの住んでいた岐阜県は雪がたくさんふ

る所だけど、ぼくが住んでいた地いきでは雪があまりふらないので楽しかったです。 

冬においしかった食べ物は、かにです。鳥取県は日本海に面していておいしいかにがたくさんとれます。岐

阜県から鳥取県はきょりが遠くきがるに行ける場所じゃないけど、行ったら楽しいこと、おいしい物がたくさ

んあるので、また行きたいです。 

 



「日本の思い出」               堀 楓 

私の日本の思い出は、愛知県とよ田市です。私はとよ田市で何が思い出だったかと言うと、私のおじい

ちゃんおばあちゃんに会った事です。おばあちゃんたちの家につくとうれしくてはしゃいでしまいました。おばあ

ちゃんと犬のさん歩をしたり買い物をしたりいろんな事をしました。  

その中でも私が一番だと思う思い出はおばあちゃんたちと行った、家から約十分でつくさなげ温泉と言う

温泉です。なぜかと言うと、さなげ温泉でゆかたを着てご飯を食べる事が楽しかったからです。温泉のお湯

が気持ちよくてつかれがとれました。さなげ温泉は「医者がすすめるきせきの湯」とも言われている温泉です。

つかれた時にはさなげ温泉がつかれた体をいやしてくれます。 他にも思い出にのこった事はジブリパークに

行った事です。ジブリパークと言う所はスタジオジブリのキャラクターがいっぱいいる所です。私はジブリパー

クの中のねこバスが楽しかったです。ねこバスの中はふわふわで、まるでえい画に出てくる本当のねこバス

のような感じで気持ちよかったです。そしておみやげやさんに行きました。そのおみやげやさんにはスタジオ

ジブリのキャラクターのおみやげがたくさんあってどれを買うか、まよってしまいました。また日本に一時帰国

したら楽しい思い出をまた作りたいです。 

「大分県について」              野中準矢 

 

 ぼくは、大分県をしょうかいします。なぜ大分県を選んだかというと、ぼくの母が大分県出身だからです。 

 大分県は、九州の北東部にあります。県庁所ざい地は、大分市です。大分県の人口は、約百十一万人で

す。温泉、しいたけ、かぼすなどが有名です。 

 ぼくのおじいちゃん、おばあちゃんは、みんな豊後高田市というところに住んでいます。豊後高田市は。国

東半島の西部にあります。豊後高田市には昭和の町というところがあります。昭和の町は、昔の町をそのま

まのこしていて、えい画のさつえいによく使われます。 

 ぼくの大分県の思い出は、「うみたまご」という水族館です。別府わんに面したところにあります。イルカの

ショーが一番好きです。大分県は、自然にかこまれた楽しいところです。 

「沖縄の思い出」               池田菜々音 

 

私が一番のこっている思い出は、沖縄県にある「美ら海水族館」という水族館と「名護パイナップルパー

ク」というパイナップルのパークです。美ら海水族館は大きな水そうに大きな魚、小さな魚などいろいろなし

ゅるいの魚がいました。一番私の中にのこった思い出は、大きな水そうに「ジンベイザメ」という大きなサメが

水そうに入っていてびっくりしたことです。大きなジンベイザメだけど人を食べないので安心しました。大きな

水そうの中で魚が水の中を泳いでいてとてもきらきらしていました。すごかったです。 

外のエリアではイルカにエサやりができるところがありました。小さな魚がエサでイルカにあげました。近く

で見るのは、はじめてだったので、少しこわかったけど、かわいいなと思いました。 

名護パイナップルパークはじっさいにパイナップルがたくさん植えてあって、パイナップルのにおいがほん

のりパークにひろがっていてとてもいいにおいでした。パイナップルパークには、きょうりゅうもいました。私の

弟はきょうりゅうが大好きなのでとってもよろこんでいました。さいごにパイナップのソフトクリームを食べまし

た。とってもおいしかったです。 

 

 

 

 

 


